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巻頭言

「成人式」を迎える富山県立大学の人材育成
富山県立大学学長 田中 正人

１９９０年に開学して最初の新入生を迎えた富山県
立大学は、今年４月に２０回目の新入生を迎え、来
年には開学２０周年の記念事業を実施しようと準備
を進めています。この間に多くの教職員が積み上
げた努力と実績により、本学の存在感は県内のみ
ならず広く浸透しつつあります。本稿では、大学
の主要な使命である人材育成（教育）、研究、社
会貢献のうちから、最も優先順位の高い人材育成
（教育）について、まもなく「成人式」を迎える
本学の最近の様子をご紹介します。

１．２００６年の変革

開学時に設置されたのは「機械システム工学科」、
「電子情報工学科」の２学科（一学年の定員はそれぞれ
８０名）でしたが、発足して１５年が経過した２００６年春か
らは４学科体制で新たに再出発いたしました。

このうちの３学科は、「機械システム工学科」、「知能
デザイン工学科」、「情報システム工学科」の３つです。

これは日本機械学会の「力の
メカから知のメカへ」という標
語に象徴されるように、とにか
く大馬力で頑丈であればよい

「愚直な」機械システムだけでは
なく、「知的（インテリジェン
ト）な」機械システムが次第に
求められるようになってきたと
いう世のニーズの変化と符合し
ます。知的な機械システムはスマートマシンとも言わ
れ、周辺環境と自身の状態の変化を素早く検知して、
要求される機能と性能を正確かつ効率よく果たせるよ
う、自身を柔軟に制御できる機械システムです。最近
の自動車用エンジンはその一例であり、無数のセン
サー、コンピュータ、制御装置が連動して本体を動か
しています。

このような「賢い」機械システムは、ハードおよび
ソフトの「先端技術の融合」によってこそ実現できる
ものであり、関係する領域の教育と研究に適任の教員
を既存の２学科から抽出して新たに編制されたのが

「知能デザイン工学科」です。スマートマシンの教育と
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研究は従来の枠組みの中でも遂行できたはずですが、
敢えて既存の２学科の枠組みを取り壊して新学科を構
築したのは、新学科に結集する教員のチームワークを
容易にして、新学科のビジョン、目標、教育研究プロ
グラムを早急に創り上げ、それにより新分野を担当す
る学科のアイデンティティを明確にする狙いがあった
ものと想像されます。
「知能デザイン工学科」が既存の２学科から新たに生
み出された結果、新しい「機械システム工学科」、「情
報システム工学科」も、それぞれ「環境調和型ものづ
くりの推進」、「人間支援情報システムの構築」を新た
な学科目的に設定して、再出発することになりました。

同時に、１９９２年設置の生物工学研究センターにおい
て活発な研究を展開してきた教員を中核にして、「グ
リーンバイオテクノロジーの世界水準の教育研究拠点
形成」を目標とする「生物工学科」が新設されました。
「グリーン」とは、人間の体内での反応や微生物が引き
起こす反応のように、環境に与える負荷が小さいこと
を意味し、今後期待される新しいバイオテクノロジー
です。

これら４学科の一学年の学生定数は、それぞれ４０名
（生物工学科）もしくは５０名（他の３学科）であり、教
員１名あたりの学生数は平均で１０名と小さく、全学年
において丁寧な少人数教育を実施できる体制となって
います。この再編制以来４年目に入った今春は、３月
に旧２学科の最後の学年の学生が卒業するとともに、
新４学科の１年生から４年生までの全学年が初めて揃
うこととなる区切りの年となりました。

最初の卒業生が出た１９９４年の３月から今年の３月ま
での学部卒業生数の累計は２４６１名、この６割以上が就
職し、残る４割ほどが大学院に進んでいます。

学部の４学科にそれぞれ対応する、大学院の博士前
期課程（いわゆる修士課程）の４専攻が１９９４年に、ま
た、後期課程（いわゆる博士課程）が１９９６年に設置さ
れ、この春までに前期課程では７８７名が修士の学位を

得て修了しています。
本学は、大学院修了生も含めて１９９４年春以来今日ま

で毎年ほぼ１００％という驚異的な就職達成率を誇って
おり、本学の教育内容と手法が全国的に広く注目され
る所以です。しかし、昨年来の大きな経済変動のため、
来春の就職達成率は前年同期と対比してまだ若干低く
なっていますが、それでも全国平均をはるかに超えて
おり、最終的には例年並みの数値を達成するものと思
われます。

２．環境工学科の新設

本年４月には、工学部の５番目の学科となる「環境
工学科」が、一学年の学生定員４０名の規模で開設され、
新一年生を無事迎えることができました。同学科が目
指すのは、「循環型社会に向けた環境分野の知の拠点
形成」です。

アメリカを震源地として世界中に波及した今回の経
済危機は、各国政府が協調して取り組んだ金融支援、
景気刺激策が功を奏したか、底を打ったようにも見え
ます。とはいえ、世界全体を見れば工業製品の売れ行
きが急速に回復しているとはいえず、なお暫くは低迷
状態が続くと考えられますが、地球上に６８億を超える
人間が生活を続けている限り、世界経済は遅かれ早か
れ活性を取り戻すはずです。しかし回復基調に転じた
とき、今までとは異なる新しいモードに転換した経済、
社会システムが出現し、新産業革命の始まりとなる可
能性があります。

そのキーワードの１つは、２０世紀後半より議論され
続けてきた「環境・エネルギー問題の根本的解決」で
あると思われます。古くは１９７２年に、ローマクラブが
「成長の限界」というタイトルの報告書を刊行し、人間
の経済活動によって環境破壊がこのまま続けば資源の
枯渇や環境の悪化という破局的事態を招くと警告しま
した。以来、これに対して様々なデータの取得、検証
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が世界的な規模で行われ、２００７年のＩＰＣＣ（気候変
動に関する政府間パネル）報告書において、大気の平
均温度の上昇（地球温暖化）に大きな寄与をする大気
中ＣＯ２濃度の最近の増加は人間の活動によると考え
て間違いない、と記述されるまでに至りました。世界
各地で発生する最近の自然災害の様子をみると、台風
や集中豪雨は以前に比較してはるかに破壊的強度を増
しており、ローマクラブの警告が現実のものとなりつ
つあると実感されます。

アメリカのオバマ大統領がグリーンニューディール
政策を打ち出したように、今後の産業経済は環境・エ
ネルギー問題に配慮しないと発展できない瀬戸際に来
ており、「２１世紀のものづくり」は大きな課題に直面し
ているといえます。

新設の環境工学科は、水循環、資源循環、環境政策、
環境デザインの４つの領域に注力し、２０世紀の技術文
明が地球環境に与えた負の影響を軽減するにとどまら
ず、今後必要とされる新技術の開発とその技術を支え
る先端的な研究の推進、そして何よりもこの新産業革
命に対して積極的に寄与する中核的人材を育成して、
明るい将来展望を切り拓くパイオニアになります。

また、様々な技術システムの機能、性能、形状を設
計するにあたり、使う側の人間に無理な負担を強いる
のではなく、人間の様々な特性に合わせた人間中心の
設計、ものづくりが今後ますます強く求められるよう
になります。

本学は、このような「２１世紀のものづくり」の課題
を担い、その解決に向けてチャレンジし、リードする
人材を輩出する高等教育機関として、将来も引き続き
期待される存在、必要とされる存在であり続けたいと
考えます。

３．大学全入時代の大学教育

文部科学省による平成２１年度学校基本調査の速報で
は、全国の国公私立大学の総数は７７３の多数にのぼり、
前年の確定数７６５からさらに８増えています。

これら大学の入学定員数の合計は、２００７年に大学進
学希望数とほぼ等しくなり、大学を選ばなければ、理
論的には希望者はどこかの大学に必ず入れる「大学全
入時代」が到来したことになります。１９９２年に２００万人
を少し超えるピークを示した１８歳人口はそれ以降減少
を続け、今春は１２０万人となり、将来はさらに減少しま
す。

このような少子化の流れの中で、各大学は入学定員
を満たすだけの入学生を確保するのに大変な努力をし
ています。一方、入学した学生の平均的な学力は、当
然のことながら以前よりも低下していることは否めま
せん。そのため、一部の学生については基礎学力を底
上げするための補習授業の実施を余儀なくされていま
す。

さらに、勉学に興味を持てなくなった、意欲がわか
なくなった、というような理由で中途退学するケース

が本学でも毎年見られ、おそらくいずこの大学も同様
の悩みに直面しているものと思われます。

学生が勉学への興味、意欲を失う原因の一つは、偏
差値に基づく進路指導にあるかもしれません。「君の
偏差値では第一志望のＡ大学の農学部は難しいが、Ｂ
大学の工学部ならほぼ確実でしょう」というような、
本人の志向、適性、意欲と無関係に進路指導が行われ、
生徒が合格第一でそれに従ってしまうと、確かに工学
部に合格したものの勉強に興味が持てないという結果
になってしまうことは十分あり得ることです。大学に
合格することが第一であるから、入学した先で興味が
持てなくても我慢して勉強するのが当然、というよう
な暴論が進路指導の世界で罷り通っているとは思いま
せんが、一方、高校の先生にとっては、とにかく浪人
生を出さないことが最優先とされているかもしれない
と思います。大学に籍を置く者として、入学生と大学
の双方にとって不幸なこのミスマッチは、できるだけ
未然に防止したいところです。

４．工学部と理学部

このミスマッチが発生するもう一つの要因として、
生徒ならびに進路指導の先生が工学部についての正確
な認識を持っていない、あるいは正確な情報の提供を
受けていないということが挙げられるのではないで
しょうか。大学の理工系に分類される学部には、情報
学部、環境学部など比較的新顔のものもありますが、
伝統的なところでは工学部の他、理学、農学、薬学、
医学などの学部があります。このうち農、薬、医につ
いては他との違いや中身が一般にも比較的よく知られ
ていますが、工学部と理学部については理工学部とい
う学部もあるくらいなので、どちらの学部へ行っても
学ぶ内容にそれほど変わりはない、あるいは、理学は
基礎で工学はその応用、などと誤解されていることが
多いようです。

中学、高校では工学部ご出身の先生は皆無に近いと
考えても間違いではないでしょう。また、大学の工学
部で必要となる数学や物理の基礎を教える高校の先生
も、大体は教育学部か理学部ご出身で、工学部で学ん
だ方がほとんどおられないはずです。このようなこと
から、工学部というのは何を、どのように学ぶところ
なのかについて、生徒に伝達できる的確な情報をお持
ちの先生はおられないのでは、と考えます。

このような状況を正すためには、大学側が良質の理
解しやすい情報を積極的に提供する必要がありますが、
従来は必ずしもそういう努力を十分、的確にしてきた
とはいえません。たとえば、多種多様な講義科目の名
称を並べ、教員の研究の内容を微に入り細を穿って説
明すれば、工学部をよく判ってもらえると考えるのは
見当はずれもいいところで、大学も広報の基本技術を
会得しなくてはなりません。

理学部での勉強は、自然界に存在する現象や物質な
どを対象としており、未知の事柄を解明して既知のも
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先生との出会いはもちろん短大に進学したからだが、
濃密な師弟関係が始まるのは入学直後からだった。先
生は陸上競技部の顧問だ。わたしは中学から親しんで
いた中距離をやろうと入部した。それが先生との出会
いだった。入学そうそう信じられない事実に遭遇する。
短大には未だグランドがなかったのだ。ショックだっ
た。中距離ランナーにはトラックでのスピード練習が
欠かせない。また先生は「前田君、実験や実習で忙し
くなるが短時間でもいいから練習は続けなさいよ」。
陸上競技者の先輩からのアドバイスだ。日ごろはもの
静かな口調の先生だが競技理論はしっかりしていた。
練習内容は先生や先輩に相談してインターバルトレー
ニング用には校舎の周りを４００ｍトラックに想定し、
また走りこみは「女池」までのロード用とすることに
した。また全国学生選手権に備え、先生に相談して小
杉のお寺を借りて強化合宿も張った。創部以来、初め
てらしい。先生を頼りに先輩、部員に囲まれて充実し
た２年間のクラブ活動だった。

わたしが卒業して赴任したところが「農業開発技術
者協会小原事業地」、廃村だった。ここでも先生の世
話になる。小区画の農地を大きくすることになった。
先生が測量機材持参で助っ人に来てくださったのだ。

「平板の取り付けはこうすると速く正確だよ」。学生時
に先生から測量学を学んだものの、現場での作業はあ
まり自信がなかっただけに実習のようになってしまっ
た。

卒業してからも恩師と交流があるのは短大の特徴な
のだとよく聞くが、わたしもその一人であろうか。平
成１９年６月、農業機械科５期生の還暦同窓会を行った。
先生も一泊してくださり、自慢の謡曲を披露され、深
夜まではしゃいだ。これが先生との最後になった。

先生、公私にわたりありがとうございました。さよ
うなら。合掌。

宮崎平三先生。２００８年８月３０日に死去、７０歳。元富山
県立技術短期大学助教授、富山県立大学短期大学部農
業技術学科農業土木専攻助教授。

平成１５年１１月１６日同窓会総会でゴルフコンペに優勝した宮崎先生
（左）に賞品を手渡す荒木同窓会会長（右）
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農業機械科５期生 前田 喜芳

のとすることを目指すものであって、最終的には人類
の知の財産に新たなページを加えることが主目的とな
ります。たとえば、宇宙の彼方から届く電波を用いて
の天体観測、猿の群れの社会構造の解明、大気や海流
の挙動の解明などが挙げられます。

これに対して工学部の勉強が理学部と最も異なるの
は、人間の活動、人間社会を直接対象としていること
にあり、また、それまでは不可能であると思われてき
たことを可能にするのを目的としているという点にあ
ります。たとえば、飛行機の実用化によって人間は空
を飛べるようになり、以前は船で何ヶ月もかかってい
た地球の反対側へ、わずか１日のうちに到達できるよ
うになりました。また宇宙船や人工衛星の実用化に
よって、宇宙からの地球資源探査、確度の高い天気予
報が可能となり、さらにはＧＰＳが実用化されて地図
を見なくても自動車、船、飛行機が所定の目的地へ迷
うことなく到達できるようになりました。その他、誰
でもが自由に瞬時に、そして安価に情報を交換できる
インターネット通信の実用化などを含め、それ以前に
は存在しなかったものを創り上げることにより、不可
能を可能に変えたのは、工学という学問、その応用と
しての工業技術、そしてそれを担ったエンジニアです。
このような説明をすれば、人間と社会に大きな影響を
直接与える工学と、自然を対象とする理学の違いが明
快に判り、結果として有効な進路指導を行なうことが
できるではないかと考えます。

５．終わりに

富山県立大学は日々変化しています。本稿では紹介
できなかった側面も含めて、同窓生の皆さんには時に
本学を訪れ、新しい息吹を感じていただければ幸いで
す。

田中 正人（たなか まさと）
富山県立大学学長
１９７１年 東京大学大学院博士課程終了 工学博士
１９７１年 東京大学 講師
１９７２年 東京大学 助教授
１９７４年 日本機械学会論文賞 受賞
１９８４年 東京大学 教授
１９９６年 日本機械学会機素潤滑設計部門功労賞

受賞
１９９７年 日本機械学会論文賞 受賞
２００４年 （独）大学評価・学位授与機構 教授
２００７年 富山県立大学 学長（現職）
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佐藤 幸生（さとう ゆきお）
工学部 教養教育 主任教授

①食べ物
年をとったせいでしょうか、若い頃は何でも口にしていたも

のですが、このところ美味しい食べ物に引き寄せられることが
多くなったように思います。食べ物の中で、何と言っても好き
なものはお魚、とりわけお刺身と焼き魚には目がありません。
食後に「猫よりも上手」と家族に言われ、富山県に住んだこと
の一番の幸せを感じるものの一つです。
②自然（うどんこ病菌）
うどんこ病菌とのお付き合いも４０年近くになりました。学生

時代に卒業論文の課題であった「うどんこ病」に対して「うど
んこ病では飯は食えぬ」と言われましたが、そんなことはない
とようやく言えるのかなとの思いです。また、うどんこ病をも
じって「人生、運、鈍、根」とも教わった上司の先生も亡くな
りましたが、人生のいろんな事を教えて支えてくれた「うどん
こ病菌」です。自然が豊かで、かつ作物以外の野草や樹木の病
害調査がほとんどなされていない富山県にいたから出来た仕事
かもしれません。（８０種類の植物上の新発生うどんこ病を報告
したその半数近くは富山県産です。）まだまだ植物病理学を学
んでいる病人です。

冨川 善朗（とみかわ よしろう）
工学部 電子情報工学科２００４年卒業、大学院工学研究科博
士前期課程２００６年修了

①サッカー観戦
②スポーツ
③温泉
現在「サッカー観戦」は私にとって最も大きな趣味と言

えます。私はＪリーグ２部（Ｊ２）所属のカターレ富山の
サポーターをしています。ホームゲームはもちろん、時間
を見つけアウエーゲームの応援にも行っています。頑張っ
ている選手達を一生懸命応援することで、勝利したときの
喜び・感動は何重にもなります。その感動がたまらないで
すね。
サッカーは観るだけはなくプレーすることも好きです。

社会人になってすぐに自分でフットサルチームを立ち上げ
ました。もう３年以上続いており、週１回の練習はとても
よい運動になっています。また週に１～２回スポーツジム
に通ったり、冬になるとスノーボードをしたりと、「スポー
ツ」は日常生活に欠かせません。
サッカー観戦後やスポーツ後、仕事後はなどよく「温泉」

に行きます。疲れた後に入る温泉はほんとに気持ちがいい
ものです。気に入った泉質の温泉や露天風呂の景色が良い
温泉は、リピートしています。

《近況報告》
大学院卒業後、県内企業である立山科学工業㈱に就職し

ました。現在、ＥＤＳ社という分社で無線機器の開発・製
造に携わっています。悪戦苦闘の毎日ですが、希望してい
た仕事なので充実した社会人生活を送れています。

見浦 成子（みうら なりこ）
短大部 環境システム工学科 ２００７年卒業

①ドライブ
自分の車を持つようになって、休日にはふらふらと出か

けることが増えました。別段目的地があるわけでもなく、
あてもなく風景を楽しんで走っています。好きな音楽を聴
きながらのんびりできる時間です。今は北陸など近場がほ
とんどなので、ＥＴＣをつけて少し遠くまで行けたらなと
思っています。
②いい道、いい景色
道を走っていると、ふとこの道はいい道だなと思う瞬間

があります。山間部や農村部の自然が豊かで景色もよく、
広い道は走っていてとても気持ちがよく好きです。どこま
でもまっすぐ伸びているような道もいいですね。完全に職
業病ですね…。
③カフェオレ
小さい頃から家で作るカフェオレが大好きで…毎朝飲ん

でいます。これがないと１日が始まりません。牛乳が切れ
るとたとえ夜中でも買いに走ります。家の冷蔵庫の中に牛
乳は切れることはまずありませんね（笑）

《近況報告》
卒業後、２年間は建設会社にて現場で汗を流し、この春

から公務員として農業土木の部署で働いています。本学で
学んだことが多少なりとも生かされています。ですがやは
り奥が深く、日々勉強です。学生の時よりも頭を使ってい
る気がしてなりません…。でも少しずつ知識が増えていく
のは楽しいですね。経験を積んで、効率よく短時間で仕事
ができるようになりたいです。
座り仕事が主で、最近運動不足なので休みの日は体を動

かしたいなと思っている今日この頃です。

③人間（卒業生と友人）
多少でも人様の役に立っている点があるとしたら、そ

れは卒業生と諸先生や友人のおかげだと思っています。
土壌肥料学実験室の一台の実験台で米山君とはじめて卒
業論文を始めてから１０５名を担当しましたが、彼ら彼女ら
の働きで「うどんこ病菌」の研究者として知られるように
なりました。また、研究室以外の卒業生でも、小生を叱っ
てくださる卒業生の存在は、大変有り難いことでした。
いろんな事で叱られましたが、とくに「自分が見えていな
い」事があるときは、「はっ」としたものです。

《近況報告》
本学の前身、富山県立技術短期大学草農業科に赴任し

て、はや３３年になります。短大時代の３０年間を植物病理
学を担当し、１２００名ほどの卒業生たちと出会った計算に
なります。工学部教養教育に移って生物学を担当し今年
ようやく４年生です。ヘビースモーカーの面影もなくな
り、お酒もほどほどで充分になり、太りすぎた体型も多少
は収まってきました。定年までの年数を数えながら、若
い方々の足手まといにはならないようにと、気持ちだけ
は若くと、老骨にむち打っています。卒業生の皆さんの
ご活躍をお祈りします。
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安 達 真 澄（技１機械）
池 上 忍（技１機械）
野 崎 健（技１機械）
藤 井 義 明（技１機械）
笹 岡 正 保（技２機械）
田 中 国 男（技２機械）
川 波 俊 夫（技３機械）
神 田 哲 志（技３機械）
吉 田 兼 成（技３機械）
斉 藤 徳 和（技５機械）
長 島 昌 平（技５機械）
藤 平 勝 文（技５機械）
山 崎 慎 一（技５機械）
蔵 豊（技６機械）
久 湊 弘（技７機械）
沢 井 登（技８機械）
武 内 清（技８機械）
和 泉 清 孝（技９機械）
得 田 好 信（技１０機械）
榎 進（技１２機械）
牧 野 栄 昭（技１２機械）
原 田 文 雄（技１２機械）
篠 原 秀 利（技１３機械）
永 原 正 憲（技１４機械）
粟 田 昇（技１５機械）
青 山 栄 治（技１６機械）
穴 田 裕 之（技１６機械）
飯 野 敏 雄（技１６機械）
西 田 武 国（技１６機械）
大久保 逸 人（技１７機械）
田 島 良 三（技１７機械）
山 田 正 雄（技１７機械）
田 畑 仁（技１８機械）
堤 雄 生（技１８機械）
国 谷 春 名（技１９機械）
沢 田 孝（技２０機械）
渡 辺 一 弘（技２１機械）
釣 崎 剛 司（技２４機械）
中 陳 昌 三（技２４機械）
井 澤 和 央（技２５機械）
市 川 雄 一（技２５機械）
今 城 守（技２７機械）
清 水 敏 弘（技２７機械）
森 雅 人（技２７機械）
米 田 雄 亮（技２７機械）
大 角 将 義（技２８機械）
米 道 貴 広（技２８機械）
西 村 宇 裕（技２８機械）
柳 浜 雄 一（技２８機械）
大 場 信 雄（技２農機）
吉 野 徹（技２農機）
竹 田 陸 郎（技３農機）
竹 鼻 義 之（技３農機）
姫 野 乙 若（技４農機）
金 子 弘 行（技７農機）
西 田 正 行（技７農機）
田 中 和 彦（技１０農機）
松 浦 茂（技１０農機）
小 川 正 夫（技１３農機）
加 門 進 一（技１３農機）
稲 田 信 義（技１７農機）
手 操 清 隆（技１９農機）
村 上 善 一（技１９農機）
岩 木 淳 司（技２０農機）

草 島 豊（技２１農機）
倉 地 勝（技２２農機）
垣 地 昭 一（技２３農機）
松 井 豊（技２３農機）
太 田 隆 康（技２４農機）
折 谷 政 明（技２４農機）
小 山 嘉 之（技２４農機）
斉 藤 誠（技２５農機）
長谷川 利 春（技２５農機）
横 山 雄一郎（技２７農機）
吉 崎 博（技２７農機）
片 口 玲 子（技２８農機）
岡 本 義 典（技２８農機）
田 村 克 巳（技２８農機）
多 田 仁 子（技１応数）
中 田 教 子（技１応数）
谷 睦 子（技２応数）
宮 西 幸 子（技２応数）
山 崎 典 子（技２応数）
堀 江 時 子（技３応数）
竹 田 律 子（技４応数）
清 水 緋奈子（技４応数）
吉 田 歌 子（技５応数）
水 野 孝 子（技５応数）
中 山 裕 美（技５応数）
阿 部 都 子（技５応数）
安 藤 やす子（技６応数）
森 山 順 子（技６応数）
須 田 裕 美（技６応数）
斉 藤 章 子（技６応数）
麻 生 正 子（技６応数）
宮 地 栄 子（技７応数）
宇 野 順 子（技８応数）
成 瀬 君 代（技８応数）
宮 崎 よしの（技９応数）
富 田 恵 子（技９応数）
飯 島 健 治（技１０応数）
田 中 弘 子（技１０応数）
浦 田 由紀子（技１０応数）
小久米 典 子（技１０応数）
武 内 康 子（技１４応数）
山 内 芳 明（技１５応数）
荒 井 直 美（技１６応数）
吉 村 真理子（技１６応数）
泉 野 智 志（技１７応数）
大 石 稔（技１７応数）
野 口 千香子（技１７応数）
常 田 慶 子（技１８応数）
広 田 美津子（技１８応数）
不 破 好 朗（技１８応数）
日 吾 ゆり子（技１８応数）
磯 朱 美（技１９応数）
植 田 若 葉（技２０応数）
山 田 千 秋（技２０応数）
魚 倉 令 子（技２１応数）
桜 井 寿 子（技２１応数）
松 原 左 知（技２１応数）
越 野 澄 子（技２４応数）
海 野 愛（技２５応数）
中 島 雄 大（技２５応数）
小 林 敏（技２６応数）
長 谷 健 吾（技２６応数）
二 口 明 子（技２６応数）
村 上 千賀子（技２６応数）

萬里小路弘知（技２６応数）
塚 本 淳（技２７応数）
三ツ山 茂 元（技２７応数）
古 畑 正 則（技２７応数）
岡 本 麻記子（技２８応数）
渋 谷 徹（技２８応数）
加 藤 綾（技２８応数）
棚 辺 豊（技２８応数）
西 川 加津枝（技１衛工）
藤 井 千 廣（技２衛工）
藤 田 美恵子（技３衛工）
宇都宮 広 子（技４衛工）
中 山 丈 志（技５衛工）
江 尻 由美子（技６衛工）
細 野 広 和（技６衛工）
牛 木 清（技７衛工）
近 藤 英 樹（技７衛工）
高 桑 昭（技７衛工）
屶 綱 春 枝（技７衛工）
鈴 木 俊 彦（技８衛工）
松 下 修（技８衛工）
柴 久美子（技９衛工）
清 水 尚 子（技９衛工）
加 納 哲 夫（技９衛工）
鞍 田 安 則（技１０衛工）
武 田 竜 二（技１０衛工）
野 口 八重子（技１０衛工）
吉 岡 茂 明（技１４衛工）
上 田 幸 嗣（技１５衛工）
田 添 由 野（技１５衛工）
畝 本 喜代美（技１５衛工）
玉 木 淳 子（技１６衛工）
道 用 一 彦（技１７衛工）
梶 川 篤 子（技１９衛工）
林 睦 子（技２０衛工）
梅 本 乃里子（技２１衛工）
谷 崎 友 香（技２３衛工）
永 川 恵美子（技２４衛工）
大 倉 みゆき（技２４衛工）
小 泉 豊（技２５衛工）
本 瀬 泰 二（技１草農）
斉 藤 洌（技１草農）
福 川 正 俊（技１草農）
金 井 彦 一（技４草農）
高 柳 誠（技４草農）
東 勇治郎（技４草農）
安 川 信 義（技４草農）
松 井 久 重（技５草農）
井 澤 政 三（技６草農）
大 門 武 雄（技６草農）
近 藤 達 夫（技７草農）
原 克 彦（技９草農）
太 田 康 寛（技１０草農）
田 村 裕（技１０草農）
寺 尾 義 隆（技１０草農）
中 村 充（技１０草農）
池 田 大三郎（技１１草農）
青 木 伸 彦（技１２草農）
岡 安 英 治（技１３草農）
廣 田 美 雪（技１４草農）
米 山 史 晃（技１４草農）
篠 田 弘 美（技１６草農）
疋 津 昌 信（技１７草農）
本 郷 明 子（技１７草農）
小 林 浩 一（技１８農学）
花 房 勝 則（技１９農学）
北 角 年 之（技２０農学）
堀 田 欣 伸（技２０農学）
鎌 仲 美由紀（技２１農学）
近 藤 健 一（技２２農学）
二 上 満 夫（技２３農学）
岡 田 恵 美（技２４農学）
清 水 史 枝（技２４農学）
杉 田 英 俊（技２５農学）

尾 崎 平（技２６農学）
上 保 里 子（技２６農学）
右 井 博 幸（技２６農学）
若 井 幸 一（技２６農学）
島 崎 百 合（技２７農学）
横 山 正 幸（技２７農学）
増 山 稔（技３農土）
安 藤 均（技３農土）
曾 原 幸 二（技５農土）
村 上 正（技６農土）
川 田 温（技８農土）
坂 口 邦 明（技８農土）
蛯 谷 朱 子（技８農土）
矢 田 由起美（技８農土）
池 田 克 司（技９農土）
岡 田 安 平（技９農土）
水 口 貫（技１０農土）
金 子 和 人（技１２農土）
坂 井 龍 雄（技１２農土）
松 本 久 志（技１２農土）
村 中 俊 久（技１２農土）
黒 田 研 治（技１３農土）
中 野 貞 治（技１４農土）
北 本 秀 一（技１４農土）
菅 谷 修 一（技１４農土）
長 山 昌 樹（技１４農土）
森 田 征 典（技１９農土）
西 川 栄 治（技１９農土）
川 上 裕 史（技２０農土）
・・・・・・・・・・

後 藤 さおり（短１生物）
宮 川 清 章（短１生物）
湯 島 香桜里（短１生物）
高 山 望 美（短２生物）
棚 橋 京 子（短２生物）
明 めぐみ（短２生物）
西 崎 久美子（短３生物）
伊 藤 みづほ（短４生物）
清 水 貴 絵（短４生物）
田 中 陽 子（短４生物）
櫛 田 理恵子（短５生物）
坂 田 さと子（短５生物）
柴 雅 恵（短５生物）
鈴 木 愛（短５生物）
野 村 保 江（短５生物）
原 まどか（短５生物）
福 井 昌 代（短５生物）
山 田 美智子（短５生物）
井 上 美 香（短６生物）
原 田 寛 子（短６生物）
水 口 寿 恵（短６生物）
山 藤 稔 之（短６生物）
志津野 雅 美（短６生物）
谷 口 久美子（短７生物）
村 尾 るみこ（短７生物）
伊 藤 由美子（短９生物）
河 内 巧（短９生物）
本 多 陽 子（短９生物）
日 下 泰 昌（短１０生物）
林 千 裕（短１０生物）
小 森 美 穂（短１１生物）
神 谷 敏 広（短１２生物）
清 水 沙 織（短１２生物）
松 山 明 子（短１２生物）
金 子 真 実（短１３生物）
古 井 多 恵（短１４生物）
馬 田 寛 子（短１６生物）
長谷川 純 子（短１６生物）
矢 野 亜沙香（短１６生物）
林 健 造（短１土木）
樋 口 孝 昭（短１土木）
北 村 和 康（短２土木）
桜 井 辰 生（短２土木）
谷 和 枝（短２土木）

住所をお知らせ下さい。（住所不明の会員の方の一覧です。）
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梨 木 裕（短２土木）
伊 東 聡 史（短３土木）
野 澤 克 治（短４土木）
桑 原 洋（短５土木）
野 村 勝（短５土木）
北 岡 紀 香（短６土木）
佐々木 竜 也（短６土木）
花 島 恵津子（短７土木）
中 島 英 一（短７土木）
松 島 真由美（短７土木）
荒 木 雅 代（短８土木）
北 村 要 司（短８土木）
竹 中 妙 子（短８土木）
谷 口 好 美（短９土木）
森 田 真 都（短９土木）
家 島 章 旨（短１０土木）
加 藤 紗都子（短１１土木）
小 林 加 奈（短１１土木）
余 川 弘 一（短１１土木）
亀 田 小百合（短１２土木）
小 林 勝 人（短１環境）
鈴 木 経 礼（短１環境）
神 田 智 子（短１環境）
台 本 和 義（短１環境）
野 村 明 宏（短１環境）
中 山 純（短２環境）
沖 好 美（短２環境）
小 森 かおり（短３環境）
小 林 規 子（短４環境）
脇 坂 悦 子（短４環境）
安 東 美 和（短５環境）
木 場 千賀子（短５環境）
柴 崎 奈 美（短５環境）
藤 根 優香子（短５環境）
四 方 政 樹（短６環境）
高 瀬 祐 希（短６環境）
杉 山 友佳子（短７環境）
浜 川 史 亘（短７環境）
松 平 司（短７環境）
高 橋 幸 栄（短８環境）
徳 岡 咲 子（短９環境）
山 上 勝 信（短１０環境）
金 森 弥 生（短１１環境）
橘 美 奈（短１２環境）
明 野 真希子（短１３環境）
大 畑 真 理（短１６環境）
西 谷 佳七子（専１生物）
・・・・・・・・・・

飯 吉 裕 樹（大１機械）
今井田 晋（大１機械）
上 田 幸 司（大１機械）
大 倉 透（大１機械）
小 倉 功 才（大１機械）
暮 石 光 浩（大１機械）
小 谷 正 直（大１機械）
猿 山 史 朗（大１機械）
竹 島 秀 人（大１機械）
竹 田 昌 市（大１機械）
飛 山 哲 一（大１機械）
中 西 誠（大１機械）
中 村 健 一（大１機械）
樋 口 俊 司（大１機械）
不 破 勝（大１機械）
前 田 耕 司（大１機械）
松 井 秀 一（大１機械）
松 本 英 樹（大１機械）
水 島 裕 享（大１機械）
宮 本 博 之（大１機械）
柳 原 孝 紀（大１機械）
山 口 秀 一（大１機械）
山 本 隆 治（大１機械）
今 川 宏 一（大２機械）
奥 野 裕 明（大２機械）
片 山 泰 宏（大２機械）

北 川 拓 也（大２機械）
熊 谷 泰 宏（大２機械）
杉 山 匡 生（大２機械）
橘 敬 志（大２機械）
西 野 利 一（大２機械）
林 弘 一（大２機械）
宮 田 智（大２機械）
横 山 謙 一（大２機械）
岡 本 豊 誠（大３機械）
籠 居 淳 二（大３機械）
角 岡 潤 一（大３機械）
宮 森 祐 江（大３機械）
小 林 雄 二（大３機械）
五 本 一 史（大３機械）
佐 藤 宣 夫（大３機械）
塩 谷 剛 史（大３機械）
柴 田 邦 博（大３機械）
中 川 和 樹（大３機械）
中 島 幸 司（大３機械）
中 根 浩（大３機械）
南 保 賢（大３機械）
初 見 浩 之（大３機械）
藤 井 康 宏（大３機械）
本 田 朋 寛（大３機械）
水 野 裕 志（大３機械）
宮 森 史 朗（大３機械）
森 大 輔（大３機械）
吉 村 了（大３機械）
奥 野 弘 明（大４機械）
金 子 仁（大４機械）
中 元 直 史（大４機械）
百 濟 愛 良（大４機械）
三 宅 俊 光（大４機械）
山 﨑 直 樹（大４機械）
結 城 聖 慈（大４機械）
赤 石 裕 美（大５機械）
朝 倉 英 樹（大５機械）
石 井 淳 哉（大５機械）
川 出 昇（大５機械）
黒 川 智 且（大５機械）
小須田 高 志（大５機械）
佐 藤 由 規（大５機械）
柴 田 洋 二（大５機械）
諏 訪 博 之（大５機械）
惣 万 敏 由（大５機械）
鍋 島 聡（大５機械）
平 山 和 弘（大５機械）
山 田 浩 史（大５機械）
高 木 謙太郎（大５機械）
辻 邦 夫（大６機械）
渡 邊 一 雄（大５機械）
金 森 拓（大６機械）
貴 堂 寧 正（大６機械）
土 田 優 子（大６機械）
中 森 平 太（大６機械）
濱 出 研 介（大６機械）
宮 川 玄 希（大６機械）
室 谷 武（大６機械）
山 本 博 久（大６機械）
米 田 純一郎（大６機械）
青 井 俊 朗（大７機械）
浅 田 博 志（大７機械）
小 田 徹 志（大７機械）
栗 山 拓 也（大７機械）
佐々木 隆 宏（大７機械）
坪 谷 順 一（大７機械）
新 居 敦（大７機械）
八 川 佳 平（大７機械）
安 達 明知宏（大８機械）
市 井 利 明（大８機械）
山 崎 浩 平（大８機械）
上 田 覚 児（大９機械）
五 嶋 洋 介（大９機械）
須 加 淳 一（大９機械）

檜 山 達 也（大９機械）
村 上 渉（大９機械）
伊 原 康 浩（大１０機械）
尾 関 祐 樹（大１０機械）
林 寛 之（大１０機械）
宮 森 弘 隆（大１０機械）
西 谷 一 光（大１１機械）
江 口 喬 久（大１２機械）
越前谷 伸 司（大１２機械）
桶 本 充 悠（大１２機械）
倉 谷 玲伊子（大１２機械）
笹 本 健 司（大１２機械）
橋 本 篤 德（大１２機械）
谷 原 俊 介（大１３機械）
林 修 司（大１３機械）
吉 野 浩 司（大１３機械）
原 田 卓（大１４機械）
奥 道 恵 美（大１電子）
川 上 貴（大１電子）
木 田 憲 克（大１電子）
坂 元 俊 彦（大１電子）
杉 山 博 史（大１電子）
丸 奈緒美（大１電子）
中 澤 和 博（大１電子）
西 村 公 宏（大１電子）
山 本 顕 嗣（大１電子）
片 山 真理子（大１電子）
井 口 哲 孝（大２電子）
大 畑 貴 光（大２電子）
丘 山 哲 也（大２電子）
齊 藤 充（大２電子）
高 橋 久 範（大２電子）
辻 直 樹（大２電子）
林 浩 司（大２電子）
松 園 剛（大２電子）
宮 川 哲（大２電子）
柳 瀬 和 宏（大２電子）
余 西 弥 生（大２電子）
梅 原 加寿也（大３電子）
太 田 忠 幸（大３電子）
加 門 浩 次（大３電子）
木 下 智 樹（大３電子）
柴 田 康 之（大３電子）
新 保 篤 志（大３電子）
中 西 舞 子（大３電子）
土 木 貴 詞（大３電子）
林 亨（大３電子）
深 澤 祟 宏（大３電子）
宮 下 研 也（大３電子）
吉 本 順 一（大３電子）
渡 辺 司 郎（大３電子）
池 田 昌 弘（大４電子）
石 黒 智 則（大４電子）
牛 越 佳 典（大４電子）
先 間 宏 行（大４電子）
辰 口 佳世子（大４電子）
辻 智 弘（大４電子）
永 井 亮 一（大４電子）
畑 中 康 作（大４電子）
松 岡 正 孝（大４電子）
宮 本 武 志（大４電子）
福 田 崇 雄（大４電子）
池 田 絵 美（大５電子）
伊 東 祐 二（大５電子）
上 島 昌 典（大５電子）
浦 林 拓 也（大５電子）
神 林 寛（大５電子）
亀 田 政 孝（大５電子）
菅 田 宗 克（大５電子）
杉 山 秀 和（大５電子）
須 藤 敬 一（大５電子）
中 澤 透（大５電子）
東 井 稔（大５電子）
藤 井 直 孝（大５電子）

岡 野 敏 也（大６電子）
尾 塩 和 亮（大６電子）
加 藤 純（大６電子）
佐 武 慎 介（大６電子）
高 橋 理 恵（大６電子）
竹 内 久 彦（大６電子）
西 山 崇 博（大６電子）
山 口 高 広（大６電子）
小 林 修 平（大７電子）
竹 内 宏 誠（大７電子）
中 田 香（大７電子）
野 村 貞 輔（大７電子）
深 川 岳 彦（大７電子）
舟 田 真 理（大７電子）
増 田 耕 平（大７電子）
松 井 奈 緒（大７電子）
三 浦 健太郎（大７電子）
渡 部 忠 司（大７電子）
北 嶋 隆 了（大８電子）
伊 東 誠（大９電子）
大 宮 康 宏（大９電子）
川 尻 尚 宏（大９電子）
佐々木 勝 治（大９電子）
清 水 彰 人（大９電子）
知 野 明 裕（大９電子）
辻 慎 一（大９電子）
宮 村 友 之（大９電子）
岩 本 健 二（大１０電子）
大 原 寿 規（大１０電子）
寺 下 真理子（大１０電子）
有 田 聡（大１１電子）
竹 内 啓 晃（大１１電子）
波 岡 聡 志（大１１電子）
荒 井 佐 和（大１２電子）
井 原 正 和（大１２電子）
京 井 真 之（大１２電子）
納 村 憲 一（大１２電子）
弘 﨑 真 帆（大１２電子）
水 谷 恭 成（大１３電子）
山 本 邦 弘（大１５電子）
渡 邉 達 郎（大１５電子）
植 原 悟 之（院前５機械）
董 居 清（院前８機械）
矢 澤 和 明（院後８機械）
森 大 輔（院前９電子）
榎 本 剛 司（院前１生物）
藤 原 勲（院前１生物）
齋 藤 未 帆（院前２生物）
津 田 孝 志（院前２生物）
工 藤 成 史（院前３生物）
鷲 家 真 吾（院前３生物）
石 川 直 愛（院前４生物）
入 佐 史 郎（院前４生物）
久 留 智 美（院前４生物）
淺 田 智 久（院前６生物）
林 豊（院前７生物）
宮 永 賢（院前９生物）
大 沢 登（院後１生物）
菅 原 保（院 論 文）

お友達のお名前がありましたら
住所をお知らせ下さい。

技 ・・・技術短大
短 ・・・短期大学部
大 ・・・工学部
院前・・・大学院前期
院後・・・大学院後期

学科名
卒業回

（短６環境）
※（ ）内について
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生物工学科生物有機化学研究室（旧生物反応化学研究室）
教授／中島範行、准教授／岸本崇生、助教／濱田昌弘
http://www.pu‐toyama.ac.jp/BR/nakajima/bfc/bfc_index.html

我々の研究室
は、生物工学研
究センターの４
階にある３名の
教員（中島範行、
岸本崇生、濱田
昌弘）と、学部
４年生５名、大
学院博士課程１
名、嘱託研究員
１名からなる総
勢１０名の小さい研究室です。
研究室では、「有機化学」、「天然物化学」、「有機合成化学」、

「リグニン化学」、「機能性食品成分」、「木質バイオマス」を
キーワードに、天然から微量にしか供給できない化合物を、
大量に高純度で合成し、その機能や活性等を追求しています。
また、目的にあった化合物を任意にデザインし、自在に合成
できるよう、高収率・高純度・高選択的な合成方法や試薬な
どを研究、開発しています。
研究テーマは大きく分けて以下の５つです。

１ 茶ポリフェノール類の合成と活性の評価
高度で複雑な構造を有するプロシアニジン類や茶ポリフェ

ノールの代謝産物の合成と活性評価を行い、高機能な物質の
創製を行います。

２ ペプチドグリカン生合成阻害剤の創製
誘導体合成を念頭にした全合成研究を行っています。 全

合成研究の知見をもとに、治療効果の高い薬剤の創成をめざ
しています。
３ ポリグリセロールの合成と機能追求

直鎖および環状ポリグリセリンの合成を通じてその機能を
探索しています。油脂固化剤や、医薬品の基剤などの機能性
素材への応用を検討するとともに、新しい配位子や触媒の開
発を目指しています。
４ 人工リグニンポリマーの合成

構造の明確な人工リグニンを合成し、リグニンの機能や反
応性の解明、機能性材料への変換等の検討を行っています。
５ バイオマスリファイナリー

イオン液体を用いた木質バイオマスの成分分離と有用ケミ
カルの生産のための技術開発を目指しています。
まだまだ小

さな研究室で
すが、世界に
羽ばたく成果
を夢見て皆頑
張っています。
機会がありま
したらぜひお
立ち寄りくだ
さい。

２００９．６．１．教室旅行での集合写真（和倉温泉にて）
（前列右端から岸本先生、中島先生、後列右端濱田先生）

機械システム工学科エコマテリアル工学講座
教授 松岡 信一
当研究室は、機械システム工学

科・エコマテリアル工学講座に所属
し、機械材料・材料加工分野を担当
しています。構成メンバーは、教
授・松岡信一のほか、博士前期課程
２、卒研生３、その他、学外の研究
者・技術者２名が共同研究に参加し
ています。また、これまでに博士後
期課程修了（学位取得）者が毎年誕生し、社会の第一線で活
躍しています。
当研究室は、「知的好奇心に動かされて試行錯誤してみよ

う！」をモットーに、“好きなことができる”研究室。すな
わち、学生に「何をしろ」とは言いません。自分に芽生えた
「なぜ」を自ら行動して解決することが大切であると思います。
したがって、“なぜ"と感じたとき、あるいは好きな時間に相
互のスケジュールに合わせて実験・研究し、各自が"けじめ"を
つけて学生生活を楽しんでいます（写真１）。なお、当然のこ
とですが、危険を伴う実験や高額経費をともなう実験等につ
いては検討後、可否を決めています。月２回開く研究報告会
（学部、大学院；各１回）で評価・助言を与える以外は、主

として学生の自主性と創造性を尊重しています。また、企業
との共同研究も実社会のニーズを学ぶ上で良い機会であり、
この研究報告会にも共同研究や受託研究企業の技術者や研究
者が参加して、お互いに切磋琢磨しています。
研究室の恒例の行事の一つに“加工学サマーセミナー”が

あります（写真２）。
このセミナーは、修士課程配属年度から毎年８月下旬に開

催し、今年で１５回を数え、同時に最終回となりました。この
セミナーには、他大学の教授や企業研究者・技術者を多数招
き、特別講演や基調講演と併せて修士課程研究や卒業研究の
研究発表会を兼ねています。学生は程よい緊張感とともにプ
レゼンに全力を傾注しています。夜は、出席者全員の懇親会。
緊張から解放された学生
も企業技術者や他大学の
先生方と大いに交流を深
めています。また、研究
室の同窓会は、毎年９月
中旬に行っています。卒
業生も回を重ねるごとに
頼もしくなっています。

写真１ 圧延実験の一コマ

写真２ ２００８年度サマーセミナー参加
者（立山国際ホテル）前列右から３番
目田中学長、４番目松岡先生
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知能デザイン工学科
電子ナノデバイス工学講座
教授 安達 正利
富山県立大学が１９９０年に創設され、既に１９年が経過した。

本講座は、発足時、工学部電子情報工学科機能材料工学講座
として産声を上げた。初代教授は、川端 昭教授で、１９９７年
～２００１年まで本学学長も務めた。２００６年４月の学科改組によ
り知能デザイン工学科へ所属が変わり、講座も「機能材料工
学講座」から「電子ナノデバイス講座」の１研究室となった。
学生は、学部生８名、大学院生（修士６名、博士１名）、

嘱託研究員１名、研究生１名の総勢２０名である。「新素材の
もの作り」の研究を通じて、学生の興味心、研究意欲、豊か
な発想、粘り強さ、根気を持つ研究者・技術者を育てたい。

研究内容は、強誘電体・圧電体等の固体中で起こる電子、光、
音波の相互作用による物理的現象や効果の基礎研究、その相
互作用を積極的に利用した新しい電子デバイスへの応用研究
や開発、それらを支える単結晶、セラミックス、薄膜、厚膜、
ナノ粒子、複合材料の作製方法の研究を行う。機能性電子材
料は、組成や構造が多種多様になっており、その特性には無
限の可能性がある。分子レベルのナノ結晶から理想なバルク
単結晶まで、新しい材料の創製や電子デバイスの実用化を目
指している。

情報システム工学科情報メディア工学講座
教授 太田 聡
本研究室は、

２００６年に出来た
小さな研究室で
す。現在、教授
１名が学部生２
名、博士前期課
程の院生２名、
博士後期課程の
院生１名を指導
しています。研
究室では、情報ネットワークに関する基礎的な研究を行って
います。応用面ばかりに注目が集まりがちな情報ネットワー
ク技術ですが、本当に面白いのは、情報ネットワークに関す
るもっと根源的な問題を解決することではないかと思ってい
ます。
例えば、インターネットの仕組みは長年に渡って改良がな

されてきて、大変上手く出来ていますが、それでも問題がい
くつもあることも分かっています。これらの問題を解決し、
より良い仕組みを確立しようと、世界中の研究者が熱心に研
究しています。私たちもその一員として、もっと性能が良く、

もっと安心にインターネットを使えるようにするための技術
を研究しています。それには、ネットワークの中で起きる性
能劣化を正確に、簡易な方法で知る性能測定技術や、その結
果得られた情報に基づいて通信データの送り先や機器の電源
投入・切断を制御する制御技術の研究が含まれています。ま
た、近年、情報ネットワーク研究者の関心は、インターネッ
トとはまったく要求条件の異なるセンサーネットワーク等の
分野に向かっています。このような比較的新しい分野の基盤
技術の研究にも着手しています。
研究室では、パソコンを使って小規模なネットワークを

作って実験により研究を進めることが多く、このような方法
で目には見えない情報ネットワークの動作を、学生が実感を
もって理解できるようにしています。学生は、一人当たり大
体４、５台のパソコンを使い、ソフトウェア、ハードウェア、
通信プロトコルに親しみながら研究しています。
比較的歴史が浅く、卒業生の少ない本研究室ですが、どう

やら軌道に乗りつつあると感じています。なんだか堅い話ば
かりになって恐縮ですが、今後も本研究室をよろしくお願い
します。

研究室メンバー（太田先生は後列中央）

環境工学科資源循環工学・環境政策学講座
教授 川上 智規
私たちの研究

室は、酸性雨の
研究をしていま
す。特に、酸性
雨が陸水（川や
湖の水）に及ぼ
す影響を酸の供
給と中和能力の
バランスという
観点から調査を
行っています。
日本では酸性雨による広域的な陸水の酸性化被害は、まだ生
じていないとされていますが、私たちの研究で乗鞍岳や、屋
久島など土壌の発達が悪く中和能力が乏しい地域においては
酸性化がすでに進行していることが明らかになってきました。
また、富山市呉羽山の渓流水は世界でもまれなほどの高濃度
の硝酸イオンを含み酸性化しています。これは窒素飽和現象

とよばれ、降雨によって大量の窒素化合物が供給されると、
森林が窒素過多の状態になり、本来は肥料である窒素化合物
が、森林に吸収されずに硝酸イオンとなって渓流水に流出す
る現象で、近年、新しいタイプの酸性雨問題として注目され
ています。この窒素飽和現象のメカニズムについても研究を
重ねています。
また、近年、環境への水銀拡散の問題がクローズアップさ

れ、国連環境計画（ＵＮＥＰ）は２００５年に、各国政府機関な
らびにＮＧＯ等関連組織に対して、環境への水銀放出量と健
康リスクの削減を求めました。この動向を受け私たちの研究
室では酸性雨研究の一環として、大気中や降雨中の水銀も測
定しています。２００７年からはインドネシアの中央カリマンタ
ンにおいて、砂金採取に伴う水銀の大気拡散に関する調査を、
現地のパランカラヤ大学と共同で実施しています。地域に
よっては、日本の１０００倍の濃度に相当する、３０００ng/㎥ という
ような高濃度のガス状水銀が大気中から検出されます。健康
被害を防ぐ対策のために現地自治体に情報を提供しています。

川底の泥をくみ上げて砂金を採取するマシーン。カハヤ
ン川やルンガン川では数百基が稼動していると見られる。
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「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ののののののののののののののののののののののののののののののののの歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩「緑成会」の歩みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
緑成会といっても御存じない方もいるかもしれませ

んが、富山県立技術短期大学農林土木科と富山県立大
学短期大学部農業技術学科農業土木専攻の同窓会の名
称です。

その緑成会が都合で解散することになり、記念に
「緑成会」という小冊子を発行した。（平成２１年３月３０
日発行）

記念誌は６６ページの力作で、先生からの言葉や、同
窓生の思い出や「緑成会」へのコメントや緑成会の会
員名簿、各回の入学写真、資料として就職先別卒業生
数一覧表等充実した内容になっている。

卒業生は富山県立技術短期大学（旧富山県立大谷技
術短期大学）農林土木科として、昭和４７年から平成３
年まで２０回で５７９人、富山県立大学農業技術学科農業
土木専攻として、平成４年から平成１６年まで１３回で

３８１人、富山県立大
学短期大学部地域環
境学専攻科農業土木
系（学士）として、
平成１２年から平成１８
年まで７回で２９人、
合計９８９人です。

この記念誌には
９８９人の青春の思い
出が詰まっている。

記念誌「緑成会」（平成２１年３月３０日発行）

二 枚 の 写 真
設立総会と解散時の総会の写真です。

↑同窓会設立総会（昭和５６年１１月２２日）

↑緑成会総会（平成２１年３月７日）
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代表取締役

本 社 〒935-0023 氷見市朝日丘 4-29
TEL(0766)74-0774( 代 ) FAX(0766)74-0894

森 永 晃
( 農林土木科 第１回卒 )

建設コンサルタント・補償コンサルタント
調査・測量・計画・換地・補償・監理

朝日コンサルタンツ株式会社

富山県ＪＡグループ

みんなの
よい食
プロジェクトしょく

富山県立大学同窓会については、皆さんにご案内の
とおり県内六ブロックが一巡し、昨年度より２学科が
主体（工学部は全体）に行い今年度は、農業機械科、
草農業科が主です。５月に実行委員会を立ち上げ、先
ず開催日時・場所の決定及び記念講演会講師の選択で
す。場所については、大学で行うことですぐに決定し
たのですが、日時については講師の関係から、２週（日
曜日）に亘って数人の候補にお願いしたのですが、残
念なことに日時の折り合いがつかず記念講演会を取り
やめたことに対し、会員の皆様には深くお詫びいたし
ます。その後何を企画すればよいかいろいろ検討した
結果、大学祭と同時開催することで、OBの皆様にも大
学祭を楽しんでいただき、学生時代の懐かしい思い出
や小杉駅から大学周辺などの移り変わりのスライド上
映・学年毎のクラス
会などを主として開
催することとしまし
た。当日の懇親会で
は、軽音楽部OBの
皆さんによる演奏か
ら始まり、スライド
上映の際は思い出深
く若返った気分になり一段と盛り上がりました。後半
には現役学生も懇親会に出席し、久しぶりの恩師や先
輩・後輩・現役学生・同級生など相互の親睦を深め楽
しいひと時を過ごすことができました。

私はこれまで何回か同窓会に出席しましたが、出席
するごとに新しい出会いがあり何人かの友達ができ、
仕事の面などで多いに役立つことがありました。出席
することでプラスになってもマイナスになることはあ

りませんので今度は是非出席してみてください。
終りに、同窓会開催にあたり大学・先生・事務局並

びに実行委員の皆様方のご協力に感謝を申し上げ２０年
同窓会の経過報告とさせていただきます。ありがとう
ございました。

平成２０年度同窓会総会
平成２０年度の富山県立大学同窓会総会が平成２０年１０

月２５日土開かれました。総会は学内の教室で３時から、
懇親会は体育館２階アリーナで４時から行われました。
当日は大学祭期間中ということもあり例年の記念講演
会を開かなかったのですが、総会の前に茶道部のお茶
会に参加された方や総会前後に大学祭を見てこられた
方などもおられ、久しぶりの大学祭を満喫されたので
はないでしょうか。また、懇親会の後半には在校生

（同窓会準会員）も参加して若い方々のエネルギーにあ
ふれ、盛会のうちに会を終えました。

平成２０年同窓会総会報告
総会実行委員長 横堀 邦一

懇親会

１８人
答えは富山県立大学の名誉教授の人数です。

２００９年６月１８日に片山勁先生が名誉教授の称号が
授与されました。これで１８人目です。その他の名
誉教授は中山一雄・田原晴男・藤井澄二・筧田知
義・前田敬四郎・満保正喜・山田秀明・横井信
安・宮代裕・川端昭・山本倫久・葉山眞治・森田
幹郎・石井成行・植松哲太郎・中島恭一・田中潔

（敬称略）です。
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平成２年４月～平成２１年３月 短期大学部 教授
平成１４年４月～平成１８年３月 短期大学部長

○荒井 涼 先生
昭和４５年５月～ 富山県立大谷技術短期大学 助手
昭和５０年１月～ 富山県立技術短期大学 講師
昭和５５年４月～平成４年３月 富山県立技術短期大
学 助教授
平成２年４月～平成１９年３月 短期大学部 助教授
平成１９年４月～平成２１年３月 短期大学部 准教授

（学校教育法改正による職名変更）

＊平成２１年３月３１日をもって他大学等へ移られました。
長い間ありがとうございました。
○瀧本 裕士 先生
平成６年１０月～平成９年９月 短期大学部 助手
平成９年１０月～平成１６年３月 短期大学部 講師
平成１６年４月～平成１９年３月 短期大学部 助教授
平成１９年４月～平成２１年３月 短期大学部 准教授

（学校教育法改正による職名変更）
平成２１年４月～ 石川県立大学准教授

○天野 智順 先生
昭和５９年４月～平成元年９月 富山県立技術短期大
学 助手
平成元年１０月～平成４年３月 富山県立技術短期大
学 講師
平成２年４月～平成２１年３月 短期大学部 講師
平成２１年４月～ 富山県環境科学センター

＊２００９年６月１８日に片山勁先生（元工学部教授）が名
誉教授の称号を授与されました。
本学では１８人目の名誉教授です。

○なお、他の先生方のお名前は以下の１７名です。
中山一雄・田原晴男・藤井澄二・筧田知義・前田

敬四郎・満保正喜・山田秀明・横井信安・宮代裕・
川端昭・山本倫久・葉山眞治・森田幹郎・石井成行・
植松哲太郎・中島恭一・田中潔（敬称略）

＊本年度の役職教員の方々です。
○工学部長 川越 誠 教 授
○短期大学部長 安田 郁子 教 授
○学生部長 野村 俊 教 授
○副学生部長 松本三千人 教 授
○工学部
教養教育主任教授 佐藤 幸生 教 授
機械システム工学科主任教授 石塚 勝 教 授
知能デザイン工学科主任教授 安達 正利 教 授
情報システム工学科主任教授 松田 敏弘 教 授
生物工学科主任教授 中島 範行 教 授
環境工学科主任教授 川上 智規 教 授
○短期大学部
環境システム工学科主任教授 川上 智規 教 授

＊以下の方々が昇任されました。
○工学部
機械システム工学科 堀川 教世 准教授

真田 和昭 准教授
情報システム工学科 松田 弘成 教 授

中田 崇行 講 師
生物工学科 五十嵐康弘 教 授

加藤 康夫 教 授

＊以下の方々が新規採用されました。
○工学部
教養教育 須田 孝司 准教授

（Ｈ２０．１０短大部採用、Ｈ２１．４工学部転任）
機械システム工学科 畠山 友行 助 教
知能デザイン工学科 松本 公久 講 師

本吉 達郎 助 教
たつ お

（Ｈ２０．１０採用）
情報システム工学科 唐山 英明 准教授

とう やま

岩本 健嗣 講 師
たけ し

環境工学科 九里
くの り

徳泰 教 授
のり やす

伊藤 始 准教授
手計 太一 講 師
てばかり

佐伯 孝 講 師

＊平成２１年３月３１日をもって退職されました。長い間
お疲れ様でした。
○片山 勁 先生
平成２年４月～平成２１年３月 工学部 教授

○下坪 訓次 先生
平成１４年９月～平成２１年３月 短期大学部 教授

○広瀬 慎一 先生
昭和６０年４月～ 富山県立大谷技術短期大学 助教
授

（広告掲載企業一覧）
朝日コンサルタンツ、岡本清右衛門商店、北建コ
ンサル、協和、建成コンサルタント、上智、新日
本コンサルタント、水機工業、中部設計、富山県
農業協同組合中央会、日水コン、山本理化
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総合建設コンサルタント

北建コンサル株式会社
測量・調査・設計・補償

代表取締役社長 鷲 北 慎 一
本 社：〒９３３‐０９４１

高岡市内免３丁目３‐６

TEL：（０７６６）２３‐３６６６代 FAX：（０７６６）２３‐３９８７
支店／富山・射水・南砺・東部・金沢 営業所／上越

http://www.nissuicon.co.jp
おかげさまで５０周年
ISO９００１ ISO１４００１

代表取締役社長 清水 慧 名古屋支所長 篠原弘則

〒１６３‐１１２２ 東京都新宿区西新宿６‐２２‐１
TEL０３（５３２３）６２００ FAX０３（５３２３）６４８０

〒４５６‐０００２ 名古屋市熱田区金山町１‐７‐５
TEL０５２（６８１）３３１１ FAX０５２（６８１）３２８２

社全国上下水道コンサルタント協会会員

潤いある未来へ

８

【２００８年】
９月１日月

もう９月ですね…。今月２０日頃には「千瓢」第３号
の印刷が終了していて発送業者に渡さなければならな
いのにまだ仕上がりが見えてきません。大丈夫でしょ
うか？何となく気持ちだけあせっています。
９月８日月

封筒の印刷が終了しました。今日から発送に向けて
の準備作業開始です。黙々と宛名シールをはり、封入
すべき書類を入れています。このひと時が一年で一番
忙しく緊張する時かな…。
９月１０日水

茶道部の部長とＯＢが事務局を訪ねてくれました。
今年の総会が大学祭の茶会開催日と同じですので茶会
にも寄ってもらい同窓会にもと考えています。県内在
住のＯＢに向けて案内葉書を送付する予定です。
９月１２日金

何とか「千瓢」第３号の編集が終わり印刷業者にデー
タを渡すことができました。１９日午後４時頃には印刷
が仕上がってくる予定です。
９月１６日火

封筒に宛名シールをはり正会員向けには昨年の収支
報告書と年会費振込み用紙、特別会員向けには同窓会

総会の案内文を入れる作業が今日午前中に終了しまし
た。あとは「千瓢」第３号の印刷が終わるのを待つば
かりです。
９月１９日金

無事「千瓢」第３号の印刷も終わり、発送業者に夕
方には手渡すことができました。月末は発送業者も忙
しく予定通り１０月１日に会員の手元に届くには今日中
に渡さなくてはいけないとのことでした。よかったよ
かった。
９月２６日金

我が家にもう「千瓢」第３号が届きました。思った
より早く届いてよかったです。
９月３０日火

総会実行委員会を午後７時から同窓会事務局で開き
ました。往復はがきを送って参加を促したクラスも
あったのですが、なかなか総会・懇親会の出席数がの
びてきません。あと一ヶ月がんばってね。
１０月１日水

県庁へ「千瓢」第３号を届けに行ってきました。毎
年行っていますが、行きなれないところなので迷って
しまいます。
１０月７日火

大失敗です。年会費の自動振込みをしている会員の
所へも振込用紙を同封してしまいました。先週にはお
詫びの葉書を送ったのですが、すでに振り込んだ方も
おられて二重取りになるので今日口座のほうへ返金し
てきました。
１０月１０日金

総会の出席状況が芳しくなく、もう一押しかな…。
１０月１４日火

午後１時から懇親会担当のＪＡのかたに来てもらい
最終打ち合わせです。会場がとても広く出席者数のこ
とを考えると仕切ってもらうことにはなるのですが、
雰囲気がつかめず、どんなもんでしょうかね
え？？？？

この日誌は富山県立大学同窓会の山口郁子事務
局長の日誌です。同窓会のホームページに掲載し
たものです。

２００８年９月１日～２００９年８月５日
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１０月１７日金
午後７時から理事会でした。会長を含め１０名の方々

の出席がありました。総会資料のチェック当日の役割
分担などを決めたのですが、私を含め当日欠席の理事
もおられ平身低頭お願いばかりしていました。
１０月２１日火

会計監査をしてもらいました。
１０月２４日金

学内での総会で会場がわかりにくいので学内に案内
を掲示してきました。学内で仕事をしているものに
とっては大丈夫なところもあらゆる可能性を考えつつ
矢印を貼ってきました。小雨も降っていましたが、何
とか無事完了。
１０月２５日土

少し天気も悪かったのですが、同窓会総会が開かれ
ました。今回は大学祭中の大学内で行いました。大学
祭で学生が使用する場所は使えないので体育館２階の
アリーナを仕切って行いました。学内ということもあ
り先生方在校生の参加もあり盛況のうちに終わりまし
た。
１０月２８日火

預けてあった懇親会費などを受け取りました。私の
試算より多くの方が懇親会費の他に年会費も払ってく
ださり領収書が足りなくなったと聞き、嬉しい限りで
す。
１１月５日水

遅ればせながら総会欠席の理事の方々に総会資料を
送らせていただきました。
１１月６日木

池上編集長とＨＰ作成について打ち合わせをしまし
た。載せたい項目・内容について検討し、事務局のＨ
Ｐに詳しい方に教えてもらい徐々に進めていく予定で
す。
１１月７日金

総会・懇親会の看板・飲食代の請求書がやっと届き、
今日振り込んで来ました。ホテルとかと違い、会場設
営費もかかり割高感は否めません。
１１月１１日火

ＨＰ作成中です。といってもなかなか思うようには
なりませんが。特に印刷物となっているものをデータ
として見るようにするのに特別なソフトが必要だった
りと大変です。あまりお金をかけずにスムーズに行く
方法を模索中です。
１１月１３日木

昨日作ったＨＰ用のページを修正中です。いろいろ
やってみているのですが、なかなか奥が深くやればや
るほどこんがらかってきています。トホホ。
１１月１７日月

今朝事務局へ入るとほんのり暖かい。ついに暖房が
入りました。ボイラーのおじさんが点検に来ていまし
たが、調子はいいみたいです。先週までは寒さしのぎ
に石油ストーブや電気ストーブを使っていたのですが、
やっと全館暖房のようです。でもこれが曲者で事務局

は古い建物なので暖房の温度調節が効かず、あまりの
暑さに窓を開けることもしばしば。暖かいのはよいの
ですがこれからはそこが悩みです。
１１月１９日水

すっごい寒い日です。霙混じりの雨が降り、北陸の
冬到来って感じです。そんな中、今週金曜日には工学
部推薦入試のため事務局の方々は外に看板の掲示をし
ています。大変ですね。私は暖かい部屋の中で黙々と
パソコン作業です。ちょっと申し訳ないような気もし
ますが。
１１月２０日木

今朝起きてビックリ！！！一面の銀世界です。初雪
は昨日だったのですが、まさか積もるなんて。

今日もＨＰの作成にパソコンとにらめっこ。文章の
打ち込みは何とかなるのですが、ページのデザインと
なるとどうも？？？？簡単ソフトを使ってはいるので
すが、なかなか素敵な感じにはなりません。センスな
いなあ。この日誌のページも何度もレイアウトを変え
ていますが…。
１１月２５日月

連休明けで郵便や迷惑メールが沢山あり、げっそり
です。事務局の方に今まで作っておいたＨＰ原稿を見
てもらいアップしました。だいぶ出来上がってきてい
ますよ。早く皆さんに見てもらいたいなあ…。「千瓢」
第３号のクイズに応募してくださった方々に図書カー
ドを送りました。前回よりも沢山の方の応募があり嬉
しいですね。
１１月２７日木

池上編集長の手元にある総会の写真などのデータを
取りに富山まで行き、ついでにＨＰの進捗状況を確認
してもらいました。同窓会ＨＰからのリンク先につい
ての検討もしました。私が把握しているＨＰを持って
いる会員のアドレスをリストアップ中です。
１２月１日月

ついに師走です。何となく気ぜわしく思うのは私だ
けでしょうか。今日はとてもよいお天気。この時期の
よいお天気はとても貴重で家のことをしたくなるのは
主婦の性ですね。そんなことを思いながら黙々とパソ
コンに向かっています。
１２月４日木

今年の総会の様子をデジカメで撮影したものをＣＤ
－Ｒにおとしてもらったのですが、それを利用してＨ
Ｐの総会のページを作成中です。まず沢山の写真の中
からどの写真を選ぶか。雰囲気が出ていてふさわしい
もの。これがなかなか難しい。どうしようかなあ…。
１２月８日月

先週選んだ写真をパワーポインタを作って編集して
います。初めて使うソフトなので勝手が違い四苦八苦。
すごく初歩的なこともわからず、事務局の方にいろい
ろ聞いています。とても親切に教えてくださるので助
かっています。
１２月１２日金

総会実行委員反省会（慰労会）を行いました。なか
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なか皆さん忙しく実行委員全員とはいきませんでした
が、和気藹々と総会当日の苦労話や今後の課題を話し
おおいに盛り上がりました。来年はどうしましょう。
１２月１６日火

朝から平成２０年度総会のＰＤＦファイル作成に奮闘
中です。昨日も作っていたのですが、コンパクトにま
とめたほうがとのアドバイスをもらい１６ページあった
ものを３ページに作り直しました。ずっとパソコンを
眺めているのですごく目が疲れます。
１２月１９日金

ＨＰ作成で四苦八苦している間に溜まった年会費の
入金チェックをしています。毎日数名ずつですが、年
会費の振込みがあります。大学同窓会への意識がある
ということですよね。ありがたいことです。
１２月２２日月

朝から土砂ぶりの雨。
技術短大一回生の浦野紅
雨（泰子）さんからとて
も大きな書の額を寄贈し
ていただきその搬入の日
なのに困った困った。で
も何とか無事短大部棟二
階の短期大学部長室に収
まりホッとしています。
大学に来られることが
あったら是非見て行って
くださいね。
１２月２５日木

今日で仕事納めとします。また、来年もよろしくお
願いします。

【２００９年】
１月６日火

今日から仕事始めです。朝一番の仕事は、沢山来て
いた迷惑メールの削除からです。長期休暇明けのいつ
もの仕事ですが、うんざりします。特に同窓会という
性質上、送信元が個人名の時は削除したらどうか迷い
ます。タイトルも確認して削除するのですが、間違っ
て消すこともあるのでは？？？返信が来ない時はもう
一度送り直してもらわないとダメかも…。
１月１３日火

会長と相談の上日程を調整し理事会の案内を送付し
ました。メールで案内できる理事の方が増えてきて助
かっています。当日配布する資料も作成しなくては。
なかなか正月ボケがぬけなくて仕事がはかどらなくて
困っています。
１月１５日木

午後から緑成会（土木の卒業生）の会長が来学。土
木の学科がなくなることもあり、記念誌の作成準備中
との事。懐かしいクラス写真を探しています。県立大
学になってからは図書館にアルバムもありだいたいあ
りますが、技術短大時代のものがアルバムのある年度
とない年度がありなかなか見つからなくて困っていま
す。

１月１６日金
明日から大学センター試験です。学内はその準備で

大変そうです。同窓会事務局のある建物の方は使わな
いのでよいのですが、工学部棟は受験会場ですから午
後からは出入りも禁止です。雪が降ったり凍っていた
りしなければよいのですが。
１月１９日月

無事センター試験も終わり、学生も事務局もホッと
一息ですかね！！！来月２５日には一般入試です。今年
から短大部がなくなり工学部５学科の入試となります。
大学もずいぶん様変わりしてきましたね。
１月２１日水

昨年末から滞っていたＨＰに関する作業を開始。い
ろいろと戸惑うこともありまたレクチャーを受けに
行ってきました。とりあえず明日には事務局の部屋へ
来てもらい教えてもらう予定です。メモもとってある
のですが、時間がたつと忘れることが多く思い出すの
に一苦労です。
１月２１日水

昨日もだったのですが、今日も朝からトイレ工事の
ためすごい音です。トイレが新しくなるのはうれしい
のですがこの騒音と埃にはまいりました。ストレス溜
まりそう…。

おかげさまでだいぶホームページが整ってきました。
昨日習ったことを今朝から復習し、ノートにしっかり
清書しました。これで大丈夫かな？？？
１月２６日月

週末からの雪ですっごく寒い。大寒ですね。
ＪＡに開いている口座の名義変更にやっと行くこと

ができました。あまり使ってはいないのですが、会員
の中にはＪＡにお勤めの方も多くＨＰにＪＡへの振込
が利用できると明記するには以前の千瓢会の名称では
やはり都合が悪いと思いましたので。手続き後ＨＰの
お知らせのページを修正しアップしました。
１月２８日水

やっとＨＰの体裁が整ってきたので大学のＨＰから
のリンクをはっていただきました。３年前からＨＰが
止まっていて皆様にはずいぶんご迷惑をおかけしまし
た。同窓会の合併を機に千瓢会としてではなく新しく
同窓会のＨＰを立ち上げようとはしていたのですがな
かなかうまくいかず今までかかってしまいました。
２月３日火

会長・理事１２名の出席で理事会が行われました。昨
年の総会報告に引き続き今年の総会の在りようを議論
しました。昨年は総会を大学祭期間中・学内で行った
のですがなかなか好評だったので今年もその方向でと
考えています。今のところ予定は１０月２４日土です。
２月５日木

先日の理事会欠席の方に理事会報告を送りました。
２月９日月

短大部長室で会議が行われ、昨年末に展示させてい
ただいた浦野さんの書を先生方にもお披露目すること
ができました。安田短期大学部長がわざわざ私の所ま

浦野さんの作品を短期大学部長室
に納めたところ。左が浦野さん右
が山口事務局長（書は鳥啼雲山静
／落花渓水香）
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で来てくださり皆さんがすばらしいと言っておられた
とのうれしい報告もありました。
２月１０日火
今日明日は大学内大谷講堂で就職ガイダンス企業説
明会が行われるので、多くの企業の方や学生が集まっ
てきています。リクルートスーツ姿の学生はいつもと
違って凛々しく大人っぽく見えますよ。就職難の今、
本学の状況は如何なものでしょうか？
２月１２日木
以前アップした同窓会成り立ち（年表）を修正しま
した。少しは見やすくなったように思うのですがどう
でしょうか？
２月１６日月
昨日までの春のような陽気が一変し、今日は冬に逆
戻り。雪がちらほら降っています。
大学事務局から同窓生に著名な方がいるかとの問い
合わせがありました。全国的にメジャーな方はどうか
な？？？以前富山県人名事典で確認した方のお名前を
お知らせしました。（書家、笙曲家、茶道家など）
２月１９日木
なかなか今年の総会実行委員長が決まりません。ど
うしましょう…。
２月２６日木
昨日は雨の中、大学一般入試でした。今年からは短
大部の募集もなくなり工学部（四年制）だけとなりま
すが、競争倍率は３．１倍。ニュースなどを見ていると
不景気で親の負担も考えて国公立をと思っている学生
が多いみたいです。
３月３日火
雪もチラホラ。寒い雛祭りです。先月からのトイレ
の工事・花粉症のせいか咽喉が痛くて咳・鼻水が出る
ようになりました。工事中マスクをしていた方がよ
かったのかなあと今頃反省しています。
３月４日水
午後緑成会（農林土木同窓会）の松原さんが来学。記

念誌発行のため写真を借りに来られました。今週末に
は退職の先生方の送別会と総会を開くとのこと。最後
の総会で１００名の方が出席すると聞きました。盛会に
なることをお祈りいたします。
本部棟の事務局へ向かうのに環境工学科の立田先生
の研究室の前を通ったらペットボトルのキャップがた
くさん集めてありました。すごく気になりました。環
境リサイクル・廃棄物が専門の先生ですから、何か意
味があるのでしょうが事務局の方へ来られることが
あったら聞いてみよう…！！！
３月６日金
立田先生にペットボトルのキャップのこと聞きまし
た。４月から開始予定ですが、学生にも呼びかけるそ
うです。キャップ８００個で２０円になりそれを基に発展
途上国への援助をする（ワクチンなど）のが目的のエ
コ＆ボランティア活動です。早速我が家でも廃ポリと
して捨てていたのをやめ集めだしました。

３月１０日火
７日土に行われた緑成会の総会・先生方の送別会は

無事終わり盛会だったと報告をいただきました。今月
中には記念誌も緑成会会員の手元に届く予定です。仕
上がりが楽しみです。
３月１６日月
新規採用の先生の荷物が届きました。入られる予定

の部屋の準備がまだらしく別室に保管するとのこと。
大変ですね…。そろそろ新年度に向かって動いている
なあと実感できる出来事でした。
３月１７日火
暖かい日差しが差し込み事務局の部屋はぽかぽか陽

気で眠くなります。このようなお天気で卒業式が迎え
られたらよいのになあ…。
３月２３日月
週末のぽかぽか陽気が一転してすごく寒いです。で

も大谷講堂前の桜の蕾も膨らみチラホラ咲いています。
私のパソコン机からちょうど良い具合に見えるので楽
しみです。
先月から行われていたトイレの改修工事も終わり今

日から使用できるようになりました。トイレが遠くて
大変だったのでよかったわ！
緑成会の記念誌発送用あて名シールの印刷を済ませ、

印刷業者に手渡しました。
３月２５日水
今日は学位記授与式。曇り空で肌寒いのですが、１０

時からラポールで式典、各自の授与は大学へ戻ってク
ラスごとに。１２時過ぎから大谷講堂で謝恩会。女子学
生は晴れ着を着ているので移動も大変ですよね。雨・
雪の予報も出ていたので少し心配です。
４月１日水
今日から新年度。工学部も５学科になり新しい先生

方・事務局職員の方々も来られ、大学も少しリニュー
アルされました。先月卒業していった学生達も今日か
ら社会人となる人もいるのでしょう。新しい出会いを
楽しみにわくわく・ドキドキ？しているのでは…。で
も若干自宅待機の人もいるとか。期待に胸を膨らませ
てのスタートなのにねえ！！！
４月６日月
暖かい春の今日、入学式が行われました。卒業式と

同じで、小杉文化ホールラポールで行われました。午
後からは本学でオリエンテーションも行われ、新入生
でいっぱいでした。毎年思うことですが、早く大学・
富山県になれ充実した学生生活が行われるとよいです
よねえ。
４月１０日金
オリエンテーション・健康診断も終わり、授業が始

まりました。教室と離れた場所に事務局はあるので学
生たちの賑やかな声はあまり聞こえませんが、時々書
類の申請のことで聞きに来る学生を見て新年度を感じ
ます。
４月１３日月
先週の初夏の陽気とはうってかわり、何となく今日
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は肌寒く感じます。
やっと新会員のデータ入力が終わりました。ここ最

近は卒業名簿に住所を掲載しない学生も多く四苦八苦
しています。３月末日現在の正会員数は８，９４７名うち
８１０名は短大部・工学部を卒業後本学の専攻科・大学
院へ進学しています。
４月１６日木

大学事務局にお願いしてなんとか未記入の部分の入
力もほぼ終わり会員データが整いました。今年の卒業
生のうち７０名あまりの方々が名簿への記載を拒んでい
ました。個人情報とのことでいろいろと障害が出てく
るのが否めませんが、仕事がやりにくいのは事実です。
トホホ。
４月２０日月

中国人留学生が数名いるのですが、なかなか漢字が
難しくパソコンでは出てこないものもあり読めないも
のもあり困っています。また、人名は読み方が難しく
特に県外出身者はわからないことも多く悩みの種です。
振り仮名がふってある名簿を借りた方がいいかなあ…。
４月２１日火

池上編集長の所で第４号の打ち合わせをしました。
例年通りの企画のものは早々にお願いをして、新しい
企画のものは後日編集会議で決めていく予定です。Ｈ
Ｐの話もしていたのですが、大学からのリンクがおか
しくなっていて旧の千瓢会ＨＰへのリンクとなってい
たので直してもらうようお願いしました。
４月２４日金

第４号の企画「研究室紹介」をお願いに先生方の所
へ行きました。締切は６月末日としているのですが、
連休もあり先生方もお忙しいので早めにしています。
どの先生方も快く引き受けてくださり助かります。仕
上がりが楽しみです。
４月２７日月

大型連休がスタート。学生は授業があるのでまだ休
みじゃないのかな！今年は不況で企業は２週間休みと
いうところもあるみたい。今年入社の卒業生たちも仕
事に慣れた頃の休みで少しはリフレッシュできるかも。
４月２８日火

ＨＰのトップページに少し変化をつけようと思って
います。事務局の方にお願いしたら何んとかなりそう
です。あとはそのための写真を探さなくては…。
５月１日金

連休の谷間だから授業がなくて学生も少ないのかと
思っていましたが、しっかり授業はあるようです。後
半は明日から５連休となるから今日はしっかりお勉
強！！！私もしっかり仕事をしなくては。
５月７日木

長い休みも終わり久しぶりに仕事をしています。
「千瓢」の広告依頼をする企業リストから宛名ラベルの
作成をしていたのですが一年ぶりの作業ですっかり要
領を忘れていて四苦八苦しました。なんとかできまし
たが、ちょっと違うような…。もっとスムーズにでき
る方法があったように思うのですが、思い出せない。

困った困った！！！
５月１１日月

最近大学内で今同窓会事務局のある建物が環境工学
棟と呼ばれるようになったことがわかりました。以前
は短期大学部棟だったのですよ。短期大学部二年生は
いますが、今春から工学部環境工学科となり短大部の
募集がなくなりました。だから呼び方も変わったので
すよね。
５月１４日木
１１日月に機関誌の広告依頼をしました。早速１社か

らＯＫの返事。ありがたいですね！！！郵便だけで直
接お願いにもいかず、恒例だからというふうに送って
いるのに卒業生がいるということはそれだけで。いつ
も協力してくださる企業の方々誠にありがとうござい
ます。
５月１８日月

昨日の雨がうそのように晴天。初夏の陽気です。私
事ですが、昨日は地域のお祭りで獅子舞も出るのでそ
のお手伝いもしていて今日はクタクタ。晴れていれば
もっと楽しくできたのに。昨日と今日の天気が逆なら
ばよかったのになあ。
５月２１日木

郵便物は本部棟への配達なのですが、なかなか見に
行かなくてたまっていました。普段はあまり頻繁に郵
便がこないので安心しています。でも、広告依頼をし
ているのでもう少し頻繁に見に行かなくては…。
５月２６日火

富山大学工学部の同窓会誌が届きました。歴史もあ
る大学ですが、国内各地域での活動も活発で支部が充
実しています。県立大も開学して２０年近くたち、そろ
そろ支部活動にも力を入れる時期に来ているのかな…

（今までもなかったわけではないのですが）。短大の頃
は県内の方がほとんどでしたが、今は県外出身者が多
くなってきています。状況調査をしようかな。
５月２７日水

日本地図を使って各県ごとの同窓生の人数を記入し
てみました。佐賀県と沖縄県は０でしたが、どの県に
も卒業生がいることにびっくり！！！こちらで把握し
ている住所がご実家の場合もあるので正確とは言えな
いかもしれませんが、やはり富山県在住の方がトップ
です。ついで石川県、愛知県、岐阜県と続きます。
６月２日火

今日は真夏日。気温は３０℃になる予報でした。同窓
会事務局のある環境工学棟１階はとても涼しく、部屋
にいる時は長袖の上着が必要です。いまはやりのＥＣ
Ｏで建物の側に植えてある木々が木陰を作っているか
らですね。大学がたった当時はあまりエアコンも普及
されていなくてこんなことが大事だったのでしょう。
今は老木で手入れが大変みたいですけど。
６月４日木

出来上がったばかりの富山県立大学ニュースを見て
いて、疑問がわく。新規採用の先生の所に私が調べた
先生の名前が出ていないのだ。おかしい。そのことを



18― ―

大学事務局に聞きにいったらその２名の先生は昨年の
秋（後期）から採用とのこと。前回の県大ニュースに
は載っていたらしく気づかなかったこちらのミス。あ
わてて前回の号を確認してみました。ありましたあり
ました。大学の採用は前期と後期と二回あることも初
めて知りました。
６月８日月
先日原稿依頼していた同窓生からのメールが週末に
届いていた。先生の後押しもあり快諾のメールで嬉し
かったのですが、依頼文が住所が違っていて届いてお
らず今日もう一度発送し直しました。そのことをたま
たま部屋に来られた先生にもすぐ報告できました。あ
とは原稿が届くのを待つばかりです。
６月１０日水
お願いしていた研究室紹介の原稿が届きました。写
真も添付されたいたのですが、その中に先生方も写っ
ているのですが、お名前と顔が一致しないので新年度
版の研究者総覧で確認をしました。証明写真と普段の
顔とは少し違うようにも思うので先生方に直接確認し
た方がよいでしょうか。
６月１５日月
池上編集長に大学へ来てもらって「千瓢」第４号の
打ち合わせをしました。学生を紹介してもらいたくて
事務局へ伺ったのですが担当の方がお休みで、できま
せんでした。こちらの意向をよくお話ししてからと
思っているのでまた出直しです。次回は予定を確認し
てから伺わなければ…。
６月１９日金
先週末に同窓生が亡くなったという連絡を先生から
いただきました。工学部卒業生でまだまだお若い方
だったのでびっくりしました。これからという方が亡
くなるのはとても辛いです。

６月２４日水
原稿依頼をしている方々へ締切日の確認メールをし
ました。お願いした時期が早かったので、ゆったりか
まえていてお忘れではないかと心配しています。予定
ではまだまだ余裕があるのですが、少しでもできてい
るとこちらの準備も順調に進むものですから皆様には
無理を言っています。
６月２９日月
朝一に広告を依頼していた企業から広告料の振込に
関する電話をいただきました。ありがたいですね…。
だいぶ「千瓢」が皆さんに浸透してきたように感じま
す。紙面の充実にもっと心配りをしていきたいです。
７月１日水
梅雨ですね。朝からずっと雨が降っています。うっ
とおしい天気ですが、昨日までの蒸し暑さがなく涼し
くて快適です。
昨日締切でお願いしていた原稿が皆さんしっかり締
め切りを守ってくださったおかげさまでそろい、今年
の「千瓢」のでだしは順調です。

７月６日月
短大部専攻科の試験があります。今年で募集は終わ

りだと思うので最後の受験生ですよね。そのためか受
験生は少ないように思います。
夜は「千瓢」の編集会議です。編集長がレジメを作っ
てきてくださるのであまりこちらで準備することもな
く助かっています。
７月７日火
昨晩の編集会議はかなり盛り上がり遅くまでかかっ

てしまいました。ＨＰやブログに関するアドバイスも
あり、早速ＨＰのトップページに情報を載せました。
大学という大きなくくりの中でのＨＰですからいろい
ろ制限もあるみたいで、これから検討していかなけれ
ばなりません。
７月９日木
やっと総会実行委員長が決まりました。なかなか決

まらずヤキモキしていたのですが何とか。ホッとして
います。会長にも相談して理事会の開催日も決めるこ
とができ少しずつですが、前進です。とりあえず今日
理事会案内のはがきとメールを送りました。
７月１０日金
ピンチです。実行委員長から御断りのメール。理事

会案内もしてしまったのに…。会長とも相談のうえ理
事会は開きますが、総会のことについては考えなけれ
ば！！！！！！
７月１４日火
今朝事務局へ来てびっくり！！！冷蔵庫が新しくな

りました。以前はかなり年季のある冷蔵庫があってほ
とんど電気代の無駄みたいな代物で、ほとんど冷えま
せん。よかったあ新しくなって。
今日短大部専攻科の合格発表がありました。事務局

前にも掲示されているので学生が時々がやがやと確認
に来ていました。最後の入学生かな！
７月１７日金
パラパラと理事会の出欠の電話・メールがあります。
編集長が都合により欠席とは困ったなあ。当日配布

する「千瓢」に関するレジメももらわなくては。
７月２１日火
例年もう梅雨明けで暑い日が続くころなのに今日も

雨。うっとおしい天気です。いったい何時になったら
梅雨明けするのですかね…。
７月２２日水
皆既日食とテレビで言ってましたよね。富山では部

分日食が見れるとか。晴れてきたので外を見ていたの
ですが、木漏れ日がそれらしく見えるとワイワイ話を
していたら外で先生が日食観察用めがねで見ていまし
た。早速お願いして見せていただきました。すごい。
下半分以上が欠けていて三日月みたく見えました。感
激！！！
７月２４日金
理事会を開きました。今回は若い理事の方々も出席

くださり総会に向けて現状報告などをさせていただき
ました。今年は、出遅れたこともあり特に実行委員長
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を決めずに頑張っていくこととなりました。総会・懇
親会会場は大学内ですが、大学祭期間中ですから事務
局・活動している部の学生たちにもお願いしなくては
いけません。
７月２９日水
「千瓢」第４号に向けて印刷業者・発送業者との打ち
合わせをしました。まだまだ先のように思っていたの
ですが、何となく気が焦ります。私の方の原稿はほぼ
集まっているのでちょっぴり安心です。でも最終的に
は編集長裁量ですから、これからの方が大変かも・・・。
８月３日月

久しぶりの晴天。ついに梅雨明けでしょうか？今日

２００９年６月１８日に片山勁先生（元工学部教
授）が名誉教授の称号が授与されました。富山
県立大学では何人目の名誉教授でしょうか？
答えは 人目
（ヒント、今号の１１ページを見てください）

◆はがきで〒９３９‐０３９８ 富山県射水市黒河 富山県立
大学内「千瓢」編集部へ答えと住所・氏名を書いて応
募してください。
正解者１０名に図書カード（５００円）を進呈！正解者

多数の場合は抽選。締め切りは１１月１５日（当日消印有
効）。はがきに「千瓢」の感想も一緒に書いてください。
メールでの応募もOＫです。メールアドレス
senpyoukai@pu‐toyama.ac.jp

＜第３号クイズ＞
平成２１年４月に富山県立大学に新しい学科「環境工

学科」が誕生します。環境工学科が増える２１年４月に
は工学部にはいくつの学科がありますか？
答えは５学科です。
正解者は以下の方々です。おめでとうございました。

早川俊一・坂田知詠子・鈴木康裕・江尻康浩（富山市）
楠友栄（高岡市）水野晃美（南砺市）碓井未咲（神奈
川県）

今回は工学部卒業生の方からの応募もありました。葉
書だけではなく、メールでの応募も大歓迎です。

「千瓢」３号クイズ当選者発表！！

は朝から「千瓢」の原稿手直しでバタバタしています。
大学関係の記事は事務局の方に見てもらったのですが、
細かいチェックが入っていました。また、原稿と一緒
に頂いた写真の説明文も付け加えなければならないの
で、先生方のお名前のチェックもしていただきました。
８月５日水

年会費振込用紙の印刷完了です。今日から会員名な
どを印字するのですが、毎年最初はドキドキします。
スムーズに印刷ができるとほっとします。今年は順調
なスタートをきることができました。よかったよかっ
た。

Ｑ１ 富山県立技術短期大学（富山県立大谷技術短
期大学）の初代学長の谷安正（たに・やすま
さ）氏の研究分野は？

Ａ．電子顕微鏡
Ｂ．コンピューター
Ｃ．自動車工学

Ｑ２ 富山県立技術短期大学の３代目学長の田村三
郎氏の専門分野は？

Ａ．水資源学
Ｂ．電磁波工学
Ｃ．生理活性物質化学

Ｑ３ 富山県立大学学長の田中正人氏の専門研究分
野は？

Ａ．トライボロジー
Ｂ．流体力学
Ｃ．環境工学

Ｑ４ 富山県立大学のサークルは体育系、文科系合
わせていくつあるか？

Ａ．２０
Ｂ．２５
Ｃ．３２

Ｑ５ 実践的な物つくりの教育・支援の拠点として、
また、地元企業や県工業技術センターとの共
同研究の場として大学にある施設の名前は？

Ａ．パステル工房
Ｂ．クレヨン工房
Ｃ．水彩工房

Ｑ６ 富山県立大学の図書館の蔵書数は？
Ａ．１０万冊
Ｂ．１３万冊
Ｃ．１６万冊

あなたは富山県立大学のことをどれだけ知っています
か？是非クイズに挑戦してみてください。

答えは２０ページを見てください。
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椛早川 俊一（技・草農業１９６５年卒）
昇任で、原口志津子教授のお名前を拝見しうれしく

思いました。県の文化財博士養成の講座で文化財の解
説を聞きました。大変詳しく、記憶に残るお話に感動
して、勤務している寒江地区センターへお出で願った
ところ快くお引き受けいただきました。校下の皆さん
に大変喜ばれ、それ以来、年一回校下で美術品を持ち
寄って鑑賞会が開催されるようになりました。ようこ
そ、富山県へお勤めくださいました。講義のほかにも
富山県内の文化財保護、解説にご尽力いただきたいと
願っております。大学ニュースはよい記事でした。
椛鈴木 康裕（技・衛生工学１９７５年卒）

年に１回の機関誌ですが、送られてくると当時の事
がよみがえってきます。
樺楠 友栄（技・草農業１９８１年卒）

短大を卒業して２５年以上たち、現在の仕事も学んだ
事と関係ないのでずいぶん遠い所に（大学が）ある様
な感覚です。同窓生というのがはずかしいとも思いま
す。これからも見守っていきたいです。

樺坂田知詠子（技・応用数学１９８５年卒）
「千瓢」楽しく読ませていただいています。読みすす

めていると、私の名前が。クイズに応募する方が少な
くて残念です。なかなか同窓会には出席できないので
皆様の様子がわかることができる会誌には目を通させ
ていただいています。今回の学長対談よかったです。
トライポロジーって何と思っていたのが少しですがわ
かったような気がします。学長もすばらしい方だなと
様子が伝わってくるようです。皆様の活躍を心より
願っています。また会誌でご紹介ください。
樺水野 晃美（技・農学１９８６年卒）
「時代はどんどん変わっているなあ」ということがと
ても伝わってきます。長女が来年は大学受験で私自身
のときのことを思い出してしまいました。
椛江尻 康浩（大・機械システム２００７年卒）

私は今回初めて同窓会機関誌「千瓢」を拝読させて
頂きましたが、まず、このような機関誌があるという
ことに関して驚くと同時に県大で学ぶ者としてとても
嬉しく感じました。また内容に関しては、卒業生の
方々にも今の大学の状況が手に取るように（わかり易
く）掲載されており、非常にためになると感じました。
今後とも、よろしくお願い致します。

声声声声

◇日 時
平成２１年１０月２４日土 総 会 午後３時

懇親会 午後４時
◇会 場

富山県立大学
◇懇親会参加費

男性５，０００円 女性４，０００円
（当日会場にて納めてください。）

昨年好評でしたので、今年の総会も大学祭の期間
中に学内で行います。久しぶりに懐かしい大学祭を
覗いてみませんか。

尚、懇親会には酒類もご用意しております。飲酒
運転となりますので、お車でのご来場はご遠慮くだ
さい。準備の都合もありますので、ご出席される方
は１０月１０日までに下記へご連絡ください。

◇連絡先
富山県立大学同窓会事務局 山口
〒９３９‐０３９８ 富山県射水市黒河５１８０

ＴＥＬ ０７６６－５６－７５００ 内線１３０
ＦＡＸ ０７６６－５６－０３９６
メール senpyokai@pu‐toyama．ac．jp

平成２１年同窓会総会のお知らせ

富山県立大学検定クイズの答え Ｑ１－Ａ富山県
立技術短期大学初代学長の谷安正氏の研究分野は
電子顕微鏡で訳書に「虫眼鏡から電子顕微鏡」（白
水社／文庫クセジュ／ジャン・テリヤン著谷安正
訳）がある。Ｑ２－Ｃ富山県立技術短期大学の３
代目学長の田村三郎氏の研究は生理活性物質化学
で著作に「現象の追跡―生理活性物質化学」（学
会出版センター・田村三郎著）がある。生理活性
物質に関する研究で日本農学賞、日本学士院賞を
受賞。Ｑ３－Ａ田中学長の専門はトライボロジー。
Ｑ４―Ｃサークルの数は３２。Ｑ５－Ａ子どもがパ
ステルを使って好きな絵を描くように、自由な柔
軟な発想でモノづくりに取り組んで欲しいと命名
された。Ｑ６－Ｃ図書館の蔵書は１６万冊。

編集後記 ▼封筒のリサイクルハガキのアイデア
はどうですか。これは独自のアイデアではなく、残
念ながらある団体のアイデアを拝借しました。多
くの方からの意見が寄せられればと思っています。

（悪夢ですが一つもリサイクルハガキが届かない
ということもあるかも）▼「千瓢」の題字をお願い
している、浦野泰子さん（技術短大の応用数学科１
期生）から同窓会に素敵な書の贈呈を受けました。
学校にお寄りの節は見てください。まず大きいの
に驚かれると思います。そして、その書のすばらし
さに心打たれると思います。▼緑成会（富山県立技
術短期大学農林土木科、富山県立大学短期大学部
農業技術学科農業土木専攻の同窓会）から「記念
誌」が届きました。緑成会の皆様のこれからのご健
闘を。では次号まで（池上 勁）


